
研究室概要： 本研究室は結晶成長や材料の構造安定性、物理的性質の解析・予測のための電子
構造計算手法の開発、及び電子デバイスのための材料設計・開発研究を行っています。

産学連携が可能な研究テーマ： 高品質半導体結晶の成長指針の確立。半導体表面でのナノデバ
イス創成のための基礎的知見の獲得。次世代材料およびデバイス設計に関するシミュレーション。

https://www2.phen.mie-u.ac.jp/Lab/nd.html

ナノデザイン研究室(秋山グループ)

計算機シミュレーションによる材料設計支援 計算機シミュレーションによる研究成果概要

https://www2.phen.mie-u.ac.jp/Lab/nd.html

准教授 秋山 亨

計算材料科学の立場から計算機を用いて、半導体、磁性金属、酸化物等さまざ
まな材料の安定性、電子的性質を予測する研究を行っています。特に薄膜成長
の分野において、温度、圧力といった成長条件を考慮した手法を独自開発するこ
とで、ナノメートルの世界における表面、界面での原子配列、そこでの原子の振る
舞いを、実験結果と直接比較しうる成果を上げています。

また、半導体結晶成長分野および半導体材料物性分野の研究として、量子力学
にもとづく計算手法および原子レベルでの大規模計算により結晶成長過程の解
明を行っています。また、半導体材料の物性の計算機予測も行っています。

ナノ材料形成およびナノ構造物性に関する研究として、ナノ構造形成機構の解明
を行っています。また、ナノ構造における新規物性の探索も行っています。




